
ロジックモデル－社会的インパクトへの道筋

ロジックモデルは、事業活動が社会に与える影響（社会的インパクト）とそのストーリーを体系的に図示したものであり、企業がどの

ようにして持続的に価値を生み出し、成長していくかを説明するフレームワーク「価値創造モデル」を補完する位置付けとなります。

その構成要素は、「インプット」（投入される資源）、「事業活動」、「アウトプット」（事業活動によって生み出される商品・サービス）、直

接・中間・最終の「アウトカム」（アウトプットによってもたらされる変化・成果）、そして「インパクト」（アウトカムの積み重ねによって

実現される社会全体の変化や影響）へとつながります*1 。
　ロジックモデルとマテリアリティ（重要課題）は密接に関連しています。ロジックモデルは、企業が特定したマテリアリティの解決に、

自社の事業活動がどのように貢献し、それが最終的に企業価値向上につながるのかを論理的に説明するためのツールとなります。

外部環境 アウトプット*2
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さまざまなモノのリース

EV関連サービス
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発電事業

リース物件の使用に伴い発生する 
CO2のオフセット推進

電動車の保有・利用台数拡大

資金供給などを通じた 
企業のサステナビリティ推進

再生可能エネルギー発電の推進、 
再生可能エネルギー・省エネルギーへの転換促進

公共機関・民間企業の ITインフラ整備

利便性や安全性の高い移動手段の利用

社会基盤を支える設備や機器の導入促進

再生可能エネルギーの導入／ 
エネルギーマネジメントの高度化

顧客の目的に応じた柔軟・ 
効率的なモノの利用

管理負担の軽減と適正な資産処分の実現

中古市場の活性化と資源循環の促進

廃棄物削減と資源利用効率の向上
ITADサービス

情報関連機器

モビリティ
（自動車・航空機・船舶）

不動産、データセンター

蓄電池事業

直接アウトカム

脱炭素社会への 
移行

社会インフラ整備への 
対応

持続可能な資源利用への 
対応

*1 「インプット」および「事業活動」については、P.22-23の「価値創造モデル」をご参照ください。
*2 当社の事業活動において提供している「モノ・サービス」

太陽光発電事業におけるCO2削減貢献量3

公的機関向けリース契約高5

データセンターの受電容量6

蓄電池事業における蓄電容量7

再リース率（継続契約率）8

プラスチック使用製品産業廃棄物などの再資源化率9

カーボンクレジット購入量1

電動車リースへのシフトによるCO2削減貢献量2

具体的な事例  気候変動・環境への取り組みを通じた脱炭素社会への貢献
当社が提供するカーボンクレジット付リースや電動車のリース、太陽光発電による電力供給などをお客さまにご利用いただくことにより、化石燃
料の使用量が減少します。ロジックモデルは、このような活動の普及・拡大を通じて、脱炭素社会への貢献という社会的インパクトを生み出すことを
示しています。なお、社会への影響度合いを測る指標として、カーボンクレジットの購入量や電動車リースへのシフトによるCO2削減への貢献量をイン
パクトKPIとして設定しています。

GHG削減に向けた取り組みの拡大

モノの再利用・中古市場への売却による 
廃棄物削減

デジタル活用による業務効率化・ 
品質向上・リスク低減

安全性向上による社会的損失の低減

GHG削減に向けた資金循環の促進

ライフサイクル全体での環境負荷低減

資産管理の高度化
バージンマテリアル（新規原材料）の 

使用量削減

移動・交通手段の選択肢拡大と質の向上

社会全体の安定と持続的発展の実現

環境負荷の低い移動・輸送手段の拡大

エネルギー使用削減・CO2排出量削減

シェアリングエコノミー推進 
（所有から利用へ） ライフサイクル全体での環境負荷低減

新産業・新規雇用創出・まちづくり・ 
地域活性化の加速

地域経済・産業のレジリエンスと 
防災機能向上

持続可能な社会インフラ・アセットの拡大

持続可能なエネルギー基盤の確立と 
エネルギー供給システムの安定化

クリーンエネルギーの導入加速

インパクト中間アウトカム 最終アウトカム

気候変動・環境への 
取り組みを通じた 
脱炭素社会への貢献

強靭かつ安心・安全な 
社会インフラの構築

モノ価値に着目した 
サーキュラー・ 

エコノミー拡大への 
貢献

JCM案件採択時の想定GHG排出削減量4

 はインパクトKPI

　当社は、情報関連機器などのリース事業、法人・個人向けオートリース・レンタカー事業、船舶・航空機・不動産のリース・ファイナン

ス事業、プリンシパル・インベストメント（事業投資）、および太陽光発電・蓄電池などの再生可能エネルギー事業など、多岐にわたる事

業を展開しています 。ロジックモデルでは、当社の多様な事業活動がどのように社会課題の解決に貢献するかを明示しています。
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